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ホ

ニ
に
掲
げ
る
学
校
及
び
教
員
養
成
諸
学
校
に

お
け
る
教
員
及
び
事
務
職
員
に
相
当
す
る
者
の

職
ヘ

海
外
に
在
留
す
る
邦
人
の
子
女
の
た
め
の
在

外
教
育
施
設
（
以
下
「
在
外
教
育
施
設
」
と
い

う
。）で
、
文
部
大
臣
が
小
学
校
、
中
学
校
又
は

高
等
学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
を
有
す
る
も

の
と
し
て
認
定
し
た
も
の
に
お
け
る
イ
か
ら
ハ

ま
で
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
の
職

ト

ヘ
に
規
定
す
る
職
の
ほ
か
、
外
国
の
学
校
に

お
け
る
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

も
の
の
職

チ

少
年
院
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十

九
号
）
に
よ
る
少
年
院
又
は
児
童
福
祉
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
児

童
自
立
支
援
施
設
（
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律（
平
成
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）

附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
証
明
書
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法
第
四
十

八
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
指
定
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。）に
お
い
て
教
育
を
担
当

す
る
者
の
職

リ

イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国

又
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
教
育
事
務
又
は

教
育
を
担
当
す
る
国
家
公
務
員
又
は
地
方
公
務

員
（
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
を
除
く
。）

の
職

ヌ

外
国
の
官
公
庁
に
お
け
る
リ
に
準
ず
る
者
の

職

二

教
育
に
関
す
る
職
に
十
年
以
上
あ
つ
た
こ
と

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
九
条
の
二

国
立
若
し
く
は
公
立
の
学
校
の
校
長
の

任
命
権
者
又
は
私
立
学
校
の
設
置
者
は
、
学
校
の
運

営
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
二
条
に
規
定

す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
資
格
を

有
す
る
者
と
同
等
の
資
質
を
有
す
る
と
認
め
る
者
を

校
長
と
し
て
任
命
し
又
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

第
八
条
の
規
定
は
、
教
頭
の
資
格
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
二

小
学
校
に
は
、
設
置
者
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
校
長
の
職
務
の
円
滑
な
執
行
に
資

す
る
た
め
、
職
員
会
議
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

職
員
会
議
は
、
校
長
が
主
宰
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三

小
学
校
に
は
、
設
置
者
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
校
評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。

２

学
校
評
議
員
は
、
校
長
の
求
め
に
応
じ
、
学
校
運

営
に
関
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

学
校
評
議
員
は
、
当
該
小
学
校
の
職
員
以
外
の
者

で
教
育
に
関
す
る
理
解
及
び
識
見
を
有
す
る
も
の
の

う
ち
か
ら
、
校
長
の
推
薦
に
よ
り
、
当
該
小
学
校
の

設
置
者
が
委
嘱
す
る
。

第
五
十
五
条
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
三
条

の
三
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
中「
第
二
十
二
条
の
六
」の
下
に
「
、
第

二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
三
条
の
三
」
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
の
十
中
「
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
か

ら
第
二
十
三
条
の
三
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
の
十
六
中
「
第
二
十
二
条
の
六
」
の
下

に
「
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
三
条
の
三
」
を
加

え
る
。

第
七
十
七
条
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
三
条

の
二
、
第
二
十
三
条
の
三
、
第
二
十
六
条
」に
改
め
る
。

（
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年

文
部
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
の
三

附
属
学
校
に
、
そ
の
附
属
学
校
が

附
属
す
る
国
立
大
学
（
学
部
の
附
属
学
校
に
あ
つ
て

は
、
当
該
学
部
を
置
く
国
立
大
学
と
す
る
。
次
条
に

お
い
て
同
じ
。）の
学
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

職
員
会
議
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
六
条
の
四

附
属
学
校
に
、
そ
の
附
属
学
校
が

附
属
す
る
国
立
大
学
の
学
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
学
校
評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
学
校
評
議
員
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
二
十
三

条
の
三
第
三
項
（
同
規
則
第
五
十
五
条
、
第
六
十
五

条
、
第
六
十
五
条
の
十
、
第
七
十
三
条
の
十
六
及
び

第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
附
属
学
校
が
附
属
す
る

国
立
大
学
の
教
職
員
以
外
の
者
で
教
育
に
関
す
る
理

解
及
び
識
見
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
校
長
の

推
薦
に
よ
り
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

（
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
組
織
運
営
規
則
の
一
部
改

正
）

第
三
条

国
立
久
里
浜
養
護
学
校
組
織
運
営
規
則
（
昭
和

四
十
八
年
文
部
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
八
条
の
次
に
次
の
二

条
を
加
え
る
。

（
職
員
会
議
）

第
九
条

学
校
に
、
職
員
会
議
を
置
く
。

２

前
項
の
職
員
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
校
長

が
定
め
、文
部
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
評
議
員
）

第
十
条

学
校
に
、
学
校
評
議
員
を
置
く
。

２

前
項
の
学
校
評
議
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文

部
大
臣
が
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改

正
前
の
児
童
福
祉
法
（
以
下
「
旧
児
童
福
祉
法
」
と
い

う
。）第
四
十
四
条
の
教
護
院
（
旧
児
童
福
祉
法
第
四
十

八
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た

も
の
を
除
く
。）に
お
い
て
教
育
を
担
当
す
る
者
の
職

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
教
育
法
施
行
規

則
第
八
条
第
一
号
チ
の
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て

教
育
を
担
当
す
る
者
の
職
と
み
な
す
。

（
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
一
部
改
正
）

３

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
平
成
元
年
文
部
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
は
、
当
分
の
間
、」
を
「
の
」
に
、

「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
中
「
、
当
分
の
間
」
を
削
り
、「
資
格
に

つ
い
て
」
の
下
に
「
の
」
を
加
え
、「
第
八
条
」
を
「
第

八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、当
分
の
間
、

同
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

前
二
項
の
規
定
は
、
教
頭
の
資
格
に
つ
い
て
の
新

規
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
規
則
第
八
条
第

一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
則
第
七
項
を
削
る
。

（
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

４

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部

省
令
第
二
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
九
項
中
「
第
八
条
各
号
」
を
「
第
八
条
第

一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
」
に
改
め
る
。

厚
生
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
及
び
厚
生
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公

益
信
託
の
引
受
け
の
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

厚
生
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
厚
生
省
令
第
四

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
で
そ
の
目
的
と
す
る
事
業
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
も
の
（
」
を「（
公
益
法
人
に
係
る
主
務

官
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
四
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
も
の
を
除
く
。」に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
、
厚
生
大
臣
」
の
下
に「（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
連
す
る
事
項
を
事
業
の
目
的
と

し
、
か
つ
、
そ
の
行
う
事
業
が
一
の
地
方
社
会
保
険
事
務
局
の
管
轄
区
域
内
に
限
ら
れ
る
公
益
法
人
に
あ
つ
て
は
、

地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〇
厚
生
省
令
第
四
号

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
七
号
）
及
び
公

益
法
人
に
係
る
主
務
官
庁
の
権
限
の
委
任
に
関
す
る
政
令
及
び
公
益
信
託
に
係
る
主
務
官
庁
の
権
限
の
委
任
に
関
す
る

政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
律
及
び
関

係
政
令
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
及
び
厚
生
大
臣

の
所
管
に
属
す
る
公
益
信
託
の
引
受
け
の
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
十
二
年
一
月
二
十
一
日

厚
生
大
臣

丹
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